
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和6年度の方針【学校全体での取組】
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較

振り返りをするこ
とで「できたり、わ
かったり」する

〇主に個人種目の運動でワークシートを活用したが、自身の目標の確認、練習内容の設定、反省など、自己分析をしながら、主
体的に取り組む姿が見られた。
〇昼休みの体育館開放や校庭の外遊びの推奨などで、運動に親しむ生徒も多く見られた。
〇体育祭種目のリレー、ダンスを授業でも扱ったことから、体育祭への参加意欲やより良い体育祭にしようとする意欲が高まり、
体育学習にも意欲的に取り組んだ。
●毎月行う予定であったシャトルランについては気候の問題もあり、例年に比べて実施回数が少なくなってしまった。午前中１～
２時間目の涼しいうちに実施する等の工夫を来年度は考えたい。
●「食事・休養・運動」の観点を保健学習からも見直していき、養護教諭とも連携を取りながら改善を目指したい。
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